
ラパン６月 - 01

はじめのうた

季節のカード（行事編）

俳　　句 松尾芭蕉　松尾芭蕉　与謝蕪村

あそびうた　　いいもの見つけた

早口ことば　　「ヤンバルテナガコガネ」

かぞえうた　　１台　１房　１張　　（自転車、バナナ、弓）

今月の詩 雨　　北原白秋

た  し 算 ３の段　

ことわざ 売り言葉に買い言葉　　海のものとも山のものともつかぬ

氏より育ち　　思い立ったが吉日　　  

か  け 算 ４の段　　

なぞなぞ

手あそびうた　１本と１本　

今月のうた　　さわらない　　

四字熟語 一目瞭然　右往左往　奇想天外

おはなし 一寸法師

童　　謡 かたつむり

イメージトレーニング　  森のお友だち（第３話　いかだ遊び）

（イメージしてみましょう）

漢　　詩 初　夏

百人一首 柿本人麻呂　伊勢大輔　右近　小野小町　

復習コーナー

暗　　示　　（静かなところで目を閉じて聞きましょう）
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五月雨に　鳰の浮巣を　見に行かん　
　松尾芭蕉

六月や　峯に雲置く　あらし山　
　松尾芭蕉

さみだれや　大河を前に　家二軒　

　与謝蕪村

 さ み だ れ  にお  うき  す　  み　 　い

 まつ  お   ば しょう

ろくがつ　  みね　  くも  お　 　やま　

 まつ  お   ば しょう

　たい が　  まえ　  いえ  に  けん

 よ  さ   ぶ そん

 

 

 

 

ラパン６月 - 02

俳　句俳　句俳　句



ラパン６月 - 03

　

《いいもの見つけた》

いいもの見つけた　かたつむり

ゆっくりのそのそ　あるいてる

いいもの見つけた　あまがえる

けろけろけろけろ　ないている

いいもの見つけた　みみずさん

くねくねくねくね　うごいてる

 み

 み

 み

み

あそびうたあそびうたあそびうた



雨
　北原白秋

雨がふります。雨がふる。

遊びにゆきたし、傘はなし、

紅緒の木履も緒が切れた。

雨がふります。雨がふる。

いやでもお家で遊びましょう、

千代紙折りましょう、たたみましょう。

雨がふります。雨がふる。

けんけん小雉子が今啼いた、

小雉子も寒かろ、寂しかろ。

雨がふります。雨がふる。

お人形寝かせどまだ止まぬ。

お線香花火もみな焚いた。

雨がふります。雨がふる。

昼もふるふる。夜もふる。

雨がふります。雨がふる。

あめ

あめ　 　あめ

あそ　　　　　　　　　　　　　　   かさ

べに  お　　　かっこ　　　 お　　　 き

あめ　  あめ

　 うち　　 あそ

  ち   よ  がみ お

あめ　  あめ

　こ　き　じ　　   いま  な

  こ   き   じ　　  さむ　　　　　　 さみ

あめ　  あめ

　にんぎょう ね　　　　　　　　　　　  や

　せんこうはな  び　　　　　　　 た

あめ　  あめ

ひる　　　　　　　　　　　　  よる 　

あめ　　　　　　　　　　　　  あめ

きたはらはくしゅう

ラパン６月 - 04

今月の詩今月の詩今月の詩



ラパン６月 - 05

売り言葉に買い言葉

　相手の暴言に対し、こちらも負けずに言い返すこと。

海のものとも山のものともつかぬ

　将来どのようになるか、まったく見当もつかない。

氏より育ち

　人は家柄よりも、育った環境や教育の方が大切で

　ある。

思い立ったが吉日

　何かをしようと思い立ったら、すぐその日から始め

　るのが良い。

あい  て　　　ぼう げん　　 たい　　　　　　　　　　　　　　 ま　　　　　　　　い　　　かえ

しょうらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 けん とう

ひと　　 いえ がら　　　　　　　　　そだ　　　　   かんきょう　 きょう いく　　  ほう　　 たい せつ

なに　　　　　　　　　　　　　  おも　　　た　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ひ　　　　　 はじ

　 よ

 う　  こと ば　  か　  こと ば

うみ　  やま

うじ　  そだ

おも　  た　  きち じつ

ことわざことわざことわざ



１　果物からうまれた男の子が、かつやくする昔話は
　なあに？

２　ガラスの靴をはいて、かぼちゃの馬車にのった
　お姫様のお話はなあに？　

３　りっぱな服を着ていると思って、町を歩いた王様
　のお話はなあに？

４　毒りんごを食べてしまったお姫様のお話はなあに？

くだ もの　  おとこ   こ　  むかしばなし

 くつ　  ば  しゃ

　 ひめ さま　　　　 はなし

 ふく　 　き　 　おも　  まち　  ある　  おう さま

　 はなし

どく　  た　  ひめさま　  はなし

 

　　 　　　

ラパン６月 - 06

なぞなぞなぞなぞなぞなぞ
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《１本と１本》

１本と1 １本で2

３本と３本で

おひげに なって

5 ４本と ４本で

くらげに なって

6

おやまに なって3

２本と ２本で

かにさんに なって

4

おやまをつくる

とんでいくまねをする

みぎ手のひとさし

ゆびをだす

て

おばけのまね

５本と ５本で

おばけに なって

7 おそらに とんでった
ヒュー

8

ひだり手のひとさし

ゆびもだす

て

ゆらゆら手をちょきにする
て

ひげをつくる

ほん

ぽん ぽん

ほんぼん ぼんほん ほん

ほん ほん

☆おなじように、みぎ、ひだり
じゅんばんにだす

手あそびうた手あそびうた

ぽん ぽん



ラパン６月 - 08

《さわらない》

見るだけ　見るだけ　さわらない

美術館　博物館　

じっと見るだけ　絶対さわらない

びっくり　きれいだ　おもしろい

見るだけ　見るだけ　さわらない

大事なものは　見るだけ

約束しよう　きっと守ろう

さわらずじっと　見てるだけ　

今月のうた今月のうた

 み み

 び じゅつかん　　  はく ぶつ かん

み　　　　　　　　　　ぜったい

 み み

だい  じ み

 やく そく　　 　　　　　　　　　　　　　 まも

み



ラパン６月 - 09

一目瞭然

　一目見ただけで明らかである。

右往左往

　右へ行ったり左へ行ったりして、うろたえること。

奇想天外

　まったく思いもよらないような奇抜なこと。

ひと  め　 み　　　　　　　　　  あき　

 

みぎ　　　い　　　　　　　ひだり　　  い

 いちもくりょうぜん

 う  おう   さ  おう

 き  そうてんがい

　おも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き  ばつ

四字熟語四字熟語四字熟語



ラパン６月 - 10

　「一寸法師」は、体はすごく小さいけれど、強い男の子の

お話です。お話を聞いた後で、質問にこたえてみましょう。

１　一寸法師は、どのくらいの大きさでしたか。

２　一寸法師は、どうして都へ行くと言ったのですか。

　そして、都へ行くために、何を用意してくれと頼みまし

　たか。

３　お寺参りの帰りに、誰がでてきましたか。

４　飲み込まれた一寸法師は、どうしましたか。

５　一寸法師は、打ち出の小槌に何をお願いしましたか。

一寸法師

 いっすん ぼう  し　  からだ   ちい　 　つよ　　おとこ　  こ

　  はなし         　　　　　  はなし    　き　　　　　 あと　　　　　しつもん

　いっ すん  ぼう  し　  おお

　いっ すん  ぼう  し　  みやこ　  い　  い

　みやこ　　 い　　　　　　　　　　　　 なに　　 よう  い　　　　　　　　　　　　たの

 てら まい　  かえ　 　だれ

 の　  こ　  いっ すん ぼう  し

 いっすん  ぼう  し　  う　  で　  こ  づち　  なに　 　ねが　

いっすんぼう し

おはなしおはなしおはなし
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ラパン６月 - 12

百人一首百人一首百人一首
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